Safety Network Japan第111回定例会（ハイブリッド形式）のご案内


下記の要領でSafety Network Japan第111回定例会をハイブリッド形式にて開催します。万障お繰り合わせの上、ご出席いただきますようお願い申し上げます。対面でのご参加は会員のみ、先着順12名までとさせていただきます。
	
	日時： 2023年4月21日（金）15:00～17:30
[bookmark: _Hlk118818832]        会場： 日本大学理工学部駿河台キャンパス（御茶ノ水）
[bookmark: _Hlk118818693]              タワー・スコラ6階 S617会議室
	内容：
· 講演　：　「安全活動はマネジメントそのもの　～活かし・つなぐ実践的安全活動の進め方～」 
· 講師　：　安全と人づくりサポート　代表　古澤登
· 質疑応答
· 事務局より連絡

要旨
· 労働災害の休業災害が減少しない。むしろ増加傾向にある。雇用形態・発生業界などの背景は変化しているが、安全活動が難しい段階に入っていること、それなのに安全活動の形骸化が現場で多く見られることも要因の一つと考えられる。「腹落ちする活動」「納得性のある活動」としていくために、もう一度活動の目的を深掘りしていくことが必要である。「安全とは与える側の仕事」と考え、災害の真の要因に対する管理者側の意識改革を含めた活動の推進をどのようにしていくべきか、企業体質の向上と人づくりにどのようにつなげていけば良いのかについてお話ししたいと思う。


定例会のお申し込みをされる方は、以下に必要事項をご記入の上4月19日（水）までにe-mailまたはFaxにてご連絡願います。
		Safety Network Japan 事務局　杉原
		Tel: 045-471-2286
		Fax: 045-471-2283
[bookmark: OLE_LINK1]		e-mail: mkt@pilz.co.jp

	
	
会社名（必須）：　　　　　　　　　　　　　　部署（必須）：


	
出席者（必須）
（お名前）
	
メールアドレス（必須）
	
希望参加形式(対面またはオンライン）*
	                   非会員の方は、今回
見学何回目かご記入
ください（上限2回）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	連絡事項：


*対面参加は会員のみ。対面参加者が定員に達した場合は、オンライン参加をお願いする場合があります。
